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第 10 期 協議事項について 

１ 協議事項案の設定に当たって 

 ○「板橋区障がい者計画 2030」で掲げる重点事業を優先的かつ事業名を引用することで、障がい者計画と相談支援部会との関連性を明確にする。 

 ○各協議事項にて、達成すべき具体的な結果や成果を示す「目標」を設定する。 

 ○「令和６年度第２回相談支援部会のグループワークで出た意見」や「障がい児相談支援に関するアンケート結果」、「相談支援事業所実務担当者連

絡会」といった各種会議で挙げられた主な課題※を参考に目標を設定する。 

※主な課題「相談支援専門員が足りない、障がい児支援のノウハウが無い、相談支援事業所の報酬が少ない、24 時間相談体制が必要」 

 

２ 第 10 期（令和７～８年度）協議事項案 

協議 
事項 

⑴基幹相談支援センターの運営・機能充実 

（障がい者計画 2030 事業№１） 

⑵相談支援・障害児相談支援の充実 

（障がい者計画 2030 事業№２） 

⑶緊急時の相談支援体制の整備 

（障がい者計画 2030 事業№80） 

目標例 

・相談支援事業所が抱える困難ケースへの

支援件数を増やすこと 

・区民からの相談件数が増えていること 

・専門員の養成に関する取組が実施されて

いること 

・障がい児のセルフプラン率が下がっていること 

・相談支援専門員の数が増えていること 

・相談支援事業所の理想像があること 

・計画相談事業に関する普及啓発活動が行われて

いること 

・拠点等における緊急時（介護者不

在等）に対応できる相談先が設置

されていること 

部会での 

取組例 

●基幹相談支援センター事業実績の報告・

評価 

＜参考：基幹の主な取組＞ 

・相談支援事業所実務担当者連絡会 

・モニタリング検証 

 ・アウトリーチ 

 ・支援者向け各種研修 

●障がい児相談に関する困難ケースの事例検討 

●他部会との連携 

●障がい児相談支援専門員の育成や人材確保等

に繋がる取組を協議 

●「板橋区相談支援ポリシー※」を踏まえた理想的

な相談支援事業所に関する意見交換 

●出張説明会の実施 

●安心支援プランの運用・検証 

●24 時間相談に関する研究 

●他自治体の視察 

※板橋区相談支援ポリシー 

地域の従事者がポリシーを基に支援し、ぶれない基準として定着させ、オール板橋で相談支援を行っていくために、平成 29 年度相談支援部会で策定したもの。 

・ポリシー「心地の良い関係と居心地の良い環境」 ・サブポリシー「あなたらしさを ともに とことん」「あなたの暮らしの応援団」 
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３ 優先順位について 

 ○限られた会議の開催回数・時間を考慮し、会議当日は、協議事項⑵「相談支援・障害児相談支援の充実」を協議する時間を重視する。 

 ○協議事項⑴は、これまで通り各回で報告し、協議事項⑶は、行政や基幹相談支援センターを中心に検討を進め、適宜、部会へ報告し意見を

募ることを想定。 

  ※この優先順位は、協議事項の“重要度”をさすものではなく、あくまでも会議当日の時間の使い方を決めるもの。 

 

４ 参考（板橋区障がい者計画 2030 抜粋） 

 


